
主催 公益社団法人日本社会福祉士会 生涯研修センター  主管 公益社団法人北海道社会福祉士会 

 2016 年度 成年後見人養成研修（委託集合研修）開催要綱 
 

（公社）北海道社会福祉士会では、家庭裁判所からの成年後見人等の受任要請が急増してい 

るため、成年後見人等として活動できる会員を増やすことが急務となっています。そのため、 

本会では、（公社）日本社会福祉士会から委託を受け、「成年後見人養成支部委託研修」を実 

施します。本研修を受講・修了した方は、権利擁護センター「ぱあとなあ」に名簿登録し、本 

会の会員として成年後見人の活動をすることになります※１ので、希望される会員はこの機会に 

奮ってご応募ください。本研修は、単に成年後見制度を学習するためではなく、成年後見人を 

養成するための研修ですので、受任依頼に応じることを了承のうえでお申し込みください。 

 なお、次年度から本研修受講要件が変更※2となる予定です。基礎研修Ⅰ修了で受講できる

最後の機会となりますのでご留意ください。 

※１：家庭裁判所から後見人等の推薦依頼があったケースについて、ぱあとなあ北海道運営委員会で検討 

し、本研修修了者の中から地域性等を考慮した上で後見人候補者として家庭裁判所に推薦します。 

※２：次年度より本研修の受講要件が基礎研修Ⅲ修了者となることが日本社会福祉士会において決定して 

います。 

 

１ 研修内容（研修の目標と習得事項） 

  当研修は、成年後見人等として活動する社会福祉士が必要な知識・技術等を習得すること 

を目的とする。 

  当研修を修了した者は、権利擁護センター「ぱあとなあ」に名簿登録を行う。 

 

２ 日  時  １日目 ２０１６年 ９月１７日（土）１０:００～１７:００ 

２日目 ２０１６年 ９月１８日（日） ９:３０～１６:４０ 

３日目 ２０１６年 ９月１９日（月祝）９:３０～１６:４０ 

４日目 ２０１７年  １月１４日（土）１０:００～１７:１０ 

５日目 ２０１７年 １月１５日（日） ９:３０～１７:００ 

 

３ 会  場  NTT北海道セミナーセンタ（札幌市中央区南22条西7丁目） 

※地下鉄南北線「幌平橋駅」下車歩15分 

市電「幌南小学校前」下車歩3分 

 

４ 受講要件  次の要件すべてを満たす者 

(1) 北海道社会福祉士会の正会員であり、年会費の滞納のない者 

(2) 研修修了後、権利擁護センター「ぱあとなあ北海道」に名簿登録でき、 

かつ、成年後見人等を受任し活動する意思のある者 

(3) カリキュラム全日程に出席し、指定された課題をすべて提出できる者 

(4) 基礎研修Ⅰもしくは2011年度までの旧基礎研修を受講済みである者 

(5) 各支部のぱあとなあ学習会、フォローアップ研修会等に参加できる者 

※本研修は、実際に受任し、活動していただける成年後見人を養成するための研修 

であり、単に制度学習等のための研修ではありません。 

そのため、業務多忙、職場の理解が得られない、体調不良等の理由で研修のみ受 

講して名簿登録できない見込みの方は、ご遠慮ください。 

※「ぱあとなあ」登録にあたっては、登録料として年間１万円がかかりますので 

ご了解願います。 



 

５ カリキュラム 

日程 時間 科目 

１日目 

9／１7（土） 

10：00～10：30 研修ガイダンス 

10：30～12：30 社会福祉士と成年後見～権利擁護の視点から 

13：30～17：00 成年後見制度の解説 

２日目 

9／１8（日） 

9：30～10：30 社会福祉士会と成年後見活動 

10：40～12：10 成年後見活動のための精神医学 

13：00～14：30 家庭裁判所の実務の理解 

14：40～16：40 演習１（ぱあとなあにおける相談演習） 

３日目 

9／１9（月・祝） 

9：30～12：00 財産法の基礎 

13：00～15：00 財産管理のための知識 

15：10～16：40 後見事務の実際１ 

４日目 

1／１4（土） 

10：00～12：30 家族法の基礎 

13：30～15：30 身上監護のための知識 

15：40～17：10 後見事務の実際２ 

５日目 

1／１5（日） 

9：30～12：00 演習２（初回報告のための演習） 

13：00～15：00 演習３（後見計画策定演習） 

15：15～17：00 
今後の後見活動について（修了評価） 

・筆記試験、口頭試問（面接試験） 

 

 

Houkoku  

※ カリキュラムが変更になる場合がありますので、ご了承ください。 

 

６ 定  員  55名（北海道社会福祉士会会員のみ） 

※定員になり次第締切りとさせていただきます。なお、定員超過の場合、地域性等 

を考慮して選考させていただきますのでご了承ください。 

 

７ 受 講 費  ５万円（別途テキスト代として約1万4千円が必要になります） 

※受講可の方に後日ご案内します。 

 

８ 申込方法  申込用紙に必要事項をご記入の上、郵送にて北海道社会福祉士会事務局へ送付 

してください（電話・ＦＡＸ・Ｅ－ｍａｉｌでの受付不可）。 

 

９ 申込締切  ６月15日（水）当日消印有効 ※締切を過ぎたものは一切受付不可 

 

10 受講可否  申込締切後、ぱあとなあ北海道運営委員会にて選考の上、申込者全員あて郵 

送にて受講可否を通知します。受講可の方には後日、受講費振込書、事前課題 

等を送付しますので、指定期日までに受講費をお振り込みの上、事前課題を提 

出していただきます。 

 

11 修了条件  研修の修了には次の基準を満たす必要があります。 

         ・事前課題を期日までに提出すること 

         ・カリキュラム全課程の出席が100％であること 

         ・修了評価（筆記試験・口頭試問）で一定の水準を満たすこと 



 

12．研修単位について 

(１) 日本社会福祉士会の生涯研修制度においては、新生涯研修制度では専門課程の２単位 

となり、旧生涯研修制度では「専門分野別研修」となります。 

(２) 本研修は、認定社会福祉士制度の研修として認証されています。 

認証科目：後見制度の活用（成年）(分野専門/高齢分野、ソーシャルワーク機能別科目群) 

単 位 数：２単位 

認証番号：20120046 

注：分野については、認定社会福祉の認定申請をするときに、自身の申請をしようと 

する分野の単位として扱うことができます。「後見制度の活用（成年）」は、高齢 

分野のほか、障害分野、医療分野、地域社会・多文化分野の認定申請者も各分野の 

単位として扱うことができます。 

 

 

 

 

－問合せ・申込先－ 公益社団法人北海道社会福祉士会 事務局 

住所：〒060-0002 札幌市中央区北 2 条西 7 丁目 かでる 2.7 4 階 

電話：011－213－1313 （月～金曜日 9：30～16：30） 

E－mail：info@hokkaido-csw.or.jp 


